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古河電工グループ 2026年度第2四半期決算

2026年11月9日

古河電気工業株式会社

代表取締役社長 CEO 森平英也

代表取締役 兼執行役員常務 CFO 青島弘治



本資料は、株主、投資家、ならびに報道関係者の皆様に当社の活動内容に関する情報を提供することを目的として作成しています。

将来情報についての注意事項

この資料に記載されております売上高及び利益等の計画のうち、過去または現在の事実に関するもの以外は、当社グループの各事業に関する業界の動向についての見通しを含む経
済状況、ならびに為替レートの変動その他の業績に影響を与える要因について、現時点で入手可能な情報をもとにした当社グループの仮定及び判断に基づく見通しを前提としてお
ります。

これら将来予想に関する記述は、既知または未知のリスク及び不確実性が内在しており、例として以下のものが挙げられますが、これらに限られるものではありません。

・米国、欧州、日本その他のアジア諸国等の経済情勢、特に個人消費及び企業による設備投資の動向

・米ドル、ユーロ、アジア諸国等の各通貨の為替相場の変動

・急速な技術革新と当社グループの対応能力

・財務的、経営的、環境的な諸前提の変動

・諸外国による現在及び将来の貿易規制等

・当社グループが所有する有価証券等の時価の変動

従いまして、実際の売上高及び利益等と、この資料に記載されております計画とは大きく異なる場合があることをご承知おき下さい。なお、当社グループは、この資料の本リリー
ス後においても、将来予想に関する記述を更新して公表する義務を負うものではありません。

著作権等について

この資料のいかなる部分についてもその著作権その他一切の権利は、古河電気工業株式会社に帰属しており、あらゆる方法を問わず、無断で複製または転用することを禁止します。
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Agenda
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◼成長に向けた取組み

◼26年度上半期実績および26年度予想

⚫26年度上半期実績のポイント

⚫26年度上半期実績-要約P/L、売上高・営業利益の増減要因

⚫26年度予想の見直しについて

⚫26年度予想-要約P/L、セグメント別 営業利益

⚫セグメント別 売上高・営業利益

⚫26年度上半期実績-要約B/S･フリーキャッシュフロー

⚫設備投資額・減価償却費・研究開発費

補足資料 – Appendix
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2026年3月期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2026年3月期に係る各数値については、
暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。
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成長に向けた取組み
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供給能力拡大を進める主な製品群
26年度に

追加投資を決定
稼働時期（予定） 供給能力増加

（26年度期初比、フル稼働時）

光ソリューション

ローラブルリボンケーブル 〇 28年度下期より順次稼働 2倍

海底用ファイバ 〇 29年度までに順次稼働 4倍

MTフェルール
〇

（TMTフェルール）
28年度より順次稼働 2倍

情報コンポーネント

HVLP4銅箔 〇 29年度末までに順次稼働 2倍*

水冷モジュール ー 26年度上期に量産開始

DFBレーザチップ ー 28年度下期にフル稼働 5倍

5

成長に向けた取組み

データセンタ関連需要の取込みに向け供給能力拡大を着実に実行
➢26年度の利益成長に寄与。追加投資も決定

＊26年度末比



成長に向けた取組み

供給能力・製品構成・販売価格の３つの軸で利益成長を実現

収益機会の捕捉 収益力の向上

● 供給能力の拡大 ● 高付加価値品へのシフト ● 提供価値に見合う販売価格設定

当初見通し*1

950億円

26年度

27年度に28年度の到達水準
1,700億円*2が視野に

営業利益見通し

最新見通し
1,360億円

利益成長を実現するための執行力強化

6

● CXO体制への移行 ●事業部門へ営業・研究機能を移管

*1  2026年5月12日公表

*2  2026年5月19日公表
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26年度上半期実績および26年度予想
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26年度上半期実績のポイント

■ データセンタ関連製品の売上増加等により前年比で増収増益
■ 上半期実績として2001年度以降過去最高値（売上高および各段階利益）

8

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

前年実績

前年比

増減率 ＋ 21％

前年実績   

前年比

増減率 ＋ 201％

前年実績   

前年比

増減率 ＋ 220％

前年実績  

前年比

増減率 ＋ 357％

FY25 H1 FY26 H1 前年比

銅建値平均（円/kg） 1,461 2,278 ＋817

為替平均（円/米ドル） 146 160 ＋14

7,377億円 576億円 649億円 588億円

6,107億円

+ 1,270億円

191億円

+ 385億円

203億円

+ 447億円

129億円

+ 459億円



26年度上半期実績-要約P/L

9

・データセンタ関連製品等の売上増

・持分法適用関連会社が好調

・政策保有株式の売却益

＊ 2026/9/24公表

*



26年度上半期実績-売上高の増減要因

（単位：億円）

+1,270億円

10

うち電池事業の非連結化 ▲ 367



26年度上半期実績-営業利益の増減要因

+385億円

償却費：▲ 15

研究費：＋ 0

11

うち
人件費：▲58 

光ソリューション ：＋104

情報コンポーネント ：＋ 69

エネルギーインフラ ：＋  10

自動車電装システム ：＋ 22

メタルソリューション：＋ 6 

その他： ▲ 2

光ソリューション ：＋114

情報コンポーネント ：＋ 37

エネルギーインフラ ：＋ 25

自動車電装システム ：＋ 38

メタルソリューション：＋ 16

その他：  ＋ 14

（単位：億円）



26年度予想の見直しについて

■ 上半期実績および事業環境を踏まえ予想を見直し
■ 26年度の年間配当予想を据え置き、１株当たりの中間配当金を11円とする

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

前回予想 

前回予想比 

増減率            + 3%

前回予想   

前回予想比 

増減率         + 11%

前回予想  

前回予想比 

増減率         + 8%

前回予想

前回予想比

増減率         + 12%
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FY26
前回予想*

FY26

H1

FY26
H2前提

FY26
予想

銅建値平均（円/kg） 2,227 2,278 2,390 2,334

為替平均（円/米ドル） 160 160 160 160

＊ 2026/8/6公表

1兆5,700億円 1,360億円 1,550億円 1,180億円

1兆5,300億円

+ 400億円

1,230億円

+ 130億円

1,430億円

+ 120億円

1,050億円

+ 130億円



26年度予想-要約P/L
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＊ 2026/9/24公表



（単位：億円）

FY25
FY26

前回予想
FY26
予想

前年比 前回予想比

セグメント H1 H2 H1 H2
H1

実績
H2 H1 H2 H1 H2

a b c c-a c-ｂ

光ソリューション 7 100 107 185 245 430 236 294 530 +229 +194 +423 +51 +49 +100

情報コンポーネント 63 97 159 155 355 510 152 358 510 +89 +262 +351 ▲3 +3 -

エネルギーインフラ 28 72 100 40 30 70 49 21 70 +22 ▲52 ▲30 +9 ▲9 -

自動車電装システム 103 160 264 125 105 230 129 111 240 +26 ▲49 ▲24 +4 +6 +10

メタルソリューション 16 18 34 15 25 40 31 29 60 +14 +12 +26 +16 +4 +20

連結合計
（サービス・開発等*2

消去等を含む）
191 447 639 495 735 1,230 576 784 1,360 +385 +337 +721 +81 +49 +130

*2 電池事業のFY25実績値は、サービス・開発等に含む（FY25 Q3まで連結）

26年度予想-セグメント別 営業利益

■ データセンタ関連製品の需要は引き続き旺盛

14
*1 2026/8/6公表

*1



FY26

予想

a b c c-a c-b

売上高 1,969 2,650 2,750 +781 +100

営業利益 107 430 530 +423 +100

FY26

前回予想 *1
前年比

前回

予想比

（単位：億円）

FY25

a b b-a

売上高 910 1,309 +399

営業利益 7 236 +229

FY26 前年比
（単位：億円）

FY25

（＋）データセンタ関連製品等の数量増、価格改定、品種構成
変化が加速

セグメント別 売上高・営業利益（光ソリューション）

FY26 H1

（＋）データセンタ関連製品等の
数量増、価格改定、品種構成変化 

• データセンタ関連製品の開発・増産・拡販

事業環境の認識

注力ポイント

ローラブルリボンケーブル・
ソリューション
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FY26 通期予想

MTフェルール・
VSFF*2コネクタ

特殊ファイバ
（海底用・アンプ用等）*1 2026/8/6公表

*2 VSFF（ Very Small Form Factor ）

• データセンタ関連製品のタイトな需給環境が継続

増減益要因（前回予想比）増減益要因（前年比）



a b b-a

売上高 965 1,189 +224

営業利益 63 152 +89

FY26FY25 前年比
（単位：億円） FY26

予想

a b c c-a c-b

売上高 1,980 3,250 3,150 +1,170 ▲ 100

営業利益 159 510 510 +351 -

前年比
前回

予想比

（単位：億円）

FY25
FY26

前回予想 *1

• データセンタ関連製品市場向け高付加価値製品の増産・拡販
➢ 水冷モジュールの増産（Q2量産開始済）
➢ 銅箔の製品ミックス転換（高周波基板用銅箔）
➢ 光半導体関連製品の増産

セグメント別 売上高・営業利益（情報コンポーネント）

（＋）光半導体関連製品や銅箔等、
データセンタ関連製品の売上増

（＋）為替変動の影響 注力ポイント

事業環境の認識

• データセンタ関連製品のタイトな需給環境が継続

半導体
製造用
テープ

高機能
放熱・冷却

製品

HDD用薄型
アルミ

ブランク材

高周波
基板用
銅箔

高機能
フォーム
製品
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*2  DFBレーザチップ
（Distributed Feedback Laser：分布帰還形レーザ）
ラマン増幅用励起光源
 SOA （Semiconductor Optical Amplifier：半導体光増幅器）

FY26 H1

光半導体
関連製品*2

FY26 通期予想

*1 2026/8/6公表

予想における

連結消去の見直し

増減益要因（前年比）



FY26

予想

a b c c-a c-b

売上高 1,388 1,300 1,300 ▲ 88 -

営業利益 100 70 70 ▲ 30 -

（単位：億円）

FY25
FY26

前回予想 *1
前年比

前回

予想比

a b b-a

売上高 672 699 +27

営業利益 28 49 +22

FY25 前年比FY26

（単位：億円）

（＋）国内地中線が堅調
（＋）中国子会社の連結除外
（＋）機能線の売上増

セグメント別 売上高・営業利益（エネルギーインフラ）

• ケーブル製造および工事施工能力の増強

• マーケティング活動の推進による拡販

注力ポイント

堅調な国内地中線の更新・再エネ関連需要

事業環境の認識

国内超高圧

海底線

機能線/部品 堅調な需要

国内超高圧・海底線 再エネ関連

らくらくアルミケーブル® 機能線
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送配電部品

HVDC＊2

FY26 H1 FY26 通期予想

*1 2026/8/6公表

*2 HVDC (High Voltage Direct Current)：高電圧直流送電

増減益要因（前年比）



a b b-a

売上高 1,671 1,889 +218

営業利益 103 129 +26

FY26FY25 前年比
（単位：億円） FY26

予想

a b c c-a c-b

売上高 3,575 3,600 3,750 +175 +150

営業利益 264 230 240 ▲ 24 +10

前回

予想比

（単位：億円）

FY25
FY26

前回予想 *
前年比

セグメント別 売上高・営業利益（自動車電装システム）

・市場環境は概ね堅調で前年並み
（＋）一時要因による利益増

• 米国関税政策影響への対応
• 組立自動化の推進
• 電動車市場に向けた製品開発

注力ポイント

• 顧客の自動車生産台数は、中国市場は低調もその他の市場は
総じて堅調で、全体では前年並み

• 不透明な中東情勢・米国関税動向

事業環境の認識

アルミワイヤハーネス・高電圧対応品

FY26 H1 FY26 通期予想

* 2026/8/6公表 18

増減益要因（前年比） 増減益要因（前回予想比）

（＋）上半期実績および足元の事業環境



FY26

予想

a b c c-a c-b

売上高 3,729 4,750 4,900 +1,171 +150

営業利益 34 40 60 +26 +20

前回

予想比

（単位：億円）

FY25
FY26

前回予想 
*2

前年比

a b b-a

売上高 1,604 2,375 +772

営業利益 16 31 +14

FY26 前年比
（単位：億円）

FY25

• 高付加価値製品の拡販による製品ミックス改善

・市場環境は概ね堅調で前年並み
（＋）高付加価値製品の売上増

*2 2026/8/6公表

セグメント別 売上高・営業利益（メタルソリューション）

• エレクトロニクス関連製品需要は緩やかな回復傾向
• データセンタ関連市場は堅調に推移

注力ポイント

事業環境の認識

無酸素銅製品群
（パワー半導体・放熱部品用）

高機能抵抗材
（スマートフォン・xEV用）
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*1

FY26 H1 FY26 通期予想

*1 銅価・為替変動の影響を含む

FY25 FY26

H1 通期
前回
予想*2 H1

H2
前提

通期
予想

銅建値平均
（円/kg）

1,461 1,695 2,227 2,278 2,390 2,334

為替平均
（円/米ドル）

146 151 160 160 160 160

パラジウムめっき製品
（タンタルコンデンサ用）

増減益要因（前回予想比）

（＋）高付加価値製品の売上増

増減益要因（前年比）

*1



26年度上半期実績-要約B/S･フリーキャッシュフロー
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政策保有株式の売却

による収入等

FY26 H1

フリーキャッシュフロー + 75

営業CF

うち営業利益
うち減価償却費

うち運転資本増減

＋ 287

＋576
＋217
▲ 510

投資CF

うち固定資産取得
うち資産売却

▲ 212

▲ 493

＋305

FY26通期では、

概ねゼロを見込む



設備投資額・減価償却費・研究開発費

■ 通期予想は据え置き

21

1,500
億円

300
億円

設備投資額

研究開発費

2026/5/12公表

HVDC関連：

約160億円

放熱・冷却製品

：約450億円

DFBレーザ関連

：約70億円



ご清聴ありがとうございました

Thank You

古河電工グループ パーパス

https://www.furukawaelectric.com/purpose/
https://www.furukawaelectric.com/purpose/
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補足資料 - Appendix

・ 26年度上半期実績-セグメント別 売上高・営業利益

・ 26年度予想-セグメント別 売上高・営業利益

・セグメントと事業部門
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Appendix 26年度上半期実績-セグメント別 売上高・営業利益

24*2 電池事業のFY25実績値は、サービス・開発等に含む（FY25Q3まで連結）
非連結化のQ1影響（売上高：▲ 177億円、営業利益：▲5億円）
非連結化のQ2影響（売上高：▲ 190億円、営業利益：▲1億円）

*2

*1

*1 2026/8/6公表

*2

*2 *2

*2

*2



Appendix 26年度予想-セグメント別 売上高・営業利益
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*2 電池事業のFY25実績値は、サービス・開発等に含む（FY25 Q3まで連結） 電池事業非連結化の影響
売上高 ：▲ 590億円
営業利益 ：▲   18億円

*1 2026/8/6公表

*2*2*2

*2*2*2



Appendix セグメントと事業部門

Segment Business Division

光ソリューション Lightera

ブロードバンド・ネットワーク

情報コンポーネント AT・機能樹脂

サーマル・電子部品

メモリーディスク

銅箔

ファイテル製品

光電融合デバイス

エネルギーインフラ 電力

HVDC*1

FEMC*2、FEPS*3

自動車電装システム

メタルソリューション 銅条・高機能材

導電材

超電導

サービス・開発等
*1 HVDC (High Voltage Direct Current)：高電圧直流送電
*2 FEMC：古河電工メタルケーブル株式会社
*3 FEPS：古河電工パワーシステムズ株式会社 26
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